
令和５年度

前橋市廃棄物減量等推進審議会



（1）本市のごみ処理の現状について



１ 総排出量

ごみ総排出量は令和３年度に引き続き減少し、令和４年度は110,868トンとなり、対前年比で0.8％、

平成27年度に比べ9.2％減少しました。

前年度と比較すると、家庭ごみは減少する一方、事業系ごみは増加となりました。
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２ １人１日当たりの総排出量

令和４年度は９１５グラムとなり、対前年で２グラム、

平成２７年度からは６８グラム減少しました。

【県の公表資料】
１人１日当たり
排出量の状況

※令和5年５月公表
令和3年実績値

目標値
まであと

ー90g
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３ 主なごみ区分の排出量の推移

可燃ごみは前年度から微増となって

いますが、平成２７年度と比較すると

７．５％減少しています。

また、紙類については、平成２７年度以降

減少傾向が続いています。
可燃ごみ

紙

資源ごみ

粗大ごみ

不燃ごみ

衣類等

※資源ごみ…プラ容器、ペットボトル、びん、缶 ３



（2）前橋市家庭ごみ組成調査の結果について



１ 調査の実施について

集積場所の特定及び可燃ごみ（試料）の回収は

市が行い、回収した２９０袋を基に組成分析を

行った。

収集の様子

仕分け作業の様子

調査日：令和５年７月１０日（月）、１１日（火）の２日間

対象区域：市内全域を無作為に抽出

集積場所数：２９か所

回収したごみの量：２９０袋（１集積場所あたり１０袋）
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２ 調査結果①

厨芥類

30.0%

紙類

25.0%

木・竹・わら類

17.0%

プラスチック類

14.5%

その他可燃物

9.9%

繊維類

2.4%

排出容器

1.0%
金属類

0.1%

びん類

0.1%

（１）可燃ごみの組成

生ごみ
30.0%
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２ 調査結果②

（２）前回調査（平成２９年度）との比較
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３ 食品ロスについて

名称 組成割合

生
ご
み

調理くず １６．４％

残飯 ６．７％

使いかけ食品
期限表示有 ０．９％

期限表示無 ３．３％

未開封品

期限内 ０．２％

期限切れ １．９％

期限表示無 ０．６％

生ごみ以外 ７０．０％

計 １００．０％

可燃ごみ全体のうち

13.6％は食品ロス！

近年、SDGｓと共に注目されている「食品ロス」について、これまでよりも生ごみの分類を

詳細にすることで、本市の食品ロスの現状把握を行うこととしました。

７

家庭から可燃ごみとして排出されている

「食品ロス」の量は、

市全体で年間８，９０２ｔであり、

市民１人１日当たり約７４ｇとなっています。



４ 食品ロス削減の取組みについて①

■六供清掃工場での
食品ロス説明

市内全小学校（47校）の
４年生に「食品ロス」
について説明

●子どもたちへの啓発

子どもたちへの啓発を通じて、家族全体への取組みにつなげます。

■食品ロスつりゲーム

親子で遊びながら
「食品ロス」について勉強

■まえばし環境家族

3,000を超える児童の参加が
ある取組みの中での啓発
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４ 食品ロス削減の取組みについて②

広報まえばし
令和５年１０月号

食品ロス削減月間
啓発ポスター

●食品ロス削減月間の取組み

① 民間事業者と連携したイベントの開催

② 広報まえばし１０月号による啓発（もったいないレシピ、ローリングストック等）

③ 市庁舎１階市民課待合スペースでの啓発（食品ロス削減啓発動画）

民間事業者との
連携イベントチラシ

市民課待合スペースでの
食品ロス削減啓発動画上映 ９



（3）災害廃棄物への対応について



１ 災害発生時に備えて

2024石川県能登半島地震（珠洲市）

2024石川県能登半島地震（輪島市）

●これまでの災害廃棄物処理対応経過

Ｒ３年３月 「前橋市災害廃棄物処理計画」策定

Ｒ５年１、２月 災害支援協定締結先（民間事業
者・団体）へ協力確認・意見交
換の実施

※ 発災直後の対応が重要となることから、役割や
業務の流れを整理

Ｒ５年４月 「前橋市災害廃棄物処理初動マニュ
アル」作成

前橋市災害廃棄物処理初動マニュアルを作成
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２ 令和５年度における取組①

●【図上訓練】廃棄物班情報伝達訓練

実 施 日 ：Ｒ５年５月１８日（木）

場 所：環境部執務室内及び市議会庁舎

参 加 者 ：市職員、前橋市再生資源事業協同組
合、前橋市ごみステーション回収事
業連絡協議会

訓練概要：災害対策本部と環境部廃棄物班、関
係団体による情報伝達経路の確認
・職員、従業員等の安否確認
・施設等の被害状況の把握
・業務継続可否
・市内被害状況の情報共有 など

前橋市総合防災訓練への参加（その１）
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２ 令和５年度における取組②

１２

市民への周知・啓発活動

Ｒ５.９月 広報まえばし掲載記事



２ 令和５年度における取組③

●【実動訓練】指定避難所開設・運営訓練

実 施 日 ：Ｒ５年１１月５日（日）

場 所：富士見中学校（体育館）

参 加 者 ：自主防災会、地域住民（自治会）、
聴覚障がい者団体、外国人、消防団
避難所担当職員 など約１００名

訓練概要：・ごみ収集車両の進入ルート確認
・避難所でのごみの分別方法、排出

場所の確認

①ごみ置き場スペースを確認

②グループでごみ出しの検討
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前橋市総合防災訓練への参加（その２）



（4）ごみ分別アプリ「さんあ～る」について



１ ごみ分別アプリ「さんあ～る」について

「さんあ～る」の特徴

● 収集カレンダーがひと目で分かる

● プッシュ通知でごみの日を確認できる

● リアルタイムな情報提供

・ごみ政策課からのお知らせ
・イベントの開催情報
・ホームページの更新情報

● ７か国語に対応

日本語、英語、中国語、
ポルトガル語、韓国語、ベトナム語、
ネパール語（令和５年度追加）
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２ ダウンロード数の推移

※ H29年度は６月から、R５年度は12月までの数値
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３ 今後の取組み

１６

①チャットボット機能を追加

→アプリ内でごみの分別方法が検索可能に！

→電話で問い合わせることなく、２４時間

検索可能に！

②対応言語の追加

→インドネシア語を追加予定！

市のＤＸ推進にあわせ「さんあ～る」を積極的に活用



（5）「一般廃棄物処理広域化協議会」の設立について



「前橋・桐生・伊勢崎・みどり・玉村
一般廃棄物処理広域化協議会」の設立について

・設立目的：今後の人口減少が想定されるなか、廃棄物を安定的かつ効率的に

処理するため

・経 過：令和４年７月 群馬県が事務局となり、桐生市・伊勢崎市・みどり市

・玉村町で準備会設立

令和５年６月 前橋市が準備会へ参加

令和５年１１月 協議会設立

〃 第１回協議会開催
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